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膂NIHワークショップの「光学イメージング 2004（Optical Imaging 2004）」
　でNIHから光診断技術に関する米国国家プロジェクトが提案された
　第４回 NIH ワークショップの Optical Diagnostic Imaging from Bench to Bedside が
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①  2010 年までに、石炭をガス化して低コストで効率的に発電する技術開発を重点加速
化し、信頼性向上、発電効率向上を目指す。また、石炭灰の有効利用技術開発を推
進する。
②  2015 年までに、石炭ガス化発電と燃料電池との複合発電技術開発を通してさらなる
発電効率向上を目指す。
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　NIH は 2002 年 に NIBIB 
（National Institute of Biomedical 











①  NIH が光学イメージング全
体の目標（旗印）として掲げ
ているのは、超早期がんの検




















⑥ 眼科用OCT（Optical Coherence 































































科学技術動向　2004 年 11 月号
6
科学技術トピックス

























（First International Symposium on 
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3.3 ～ 5.5 円 /kWh。平成 11年 12
月総合エネルギー調査会第 70回
原子力部会のモデル試算では、
原 子 力 5.9 円 /kWh、LNG 火
力 6.4 円 /kWh、石炭火力 6.5 円
/kWh、石油火力 10.2 円 /kWh、
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多 重 化：Code Division Multiple 
Access）と TDMA（時分割多重化：
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a ５GHz帯域OFDMによる 54Mbit/ 秒の物理層
b 2.4GHz帯域CCKによる 11Mbit/ 秒の物理層
c 802.1Dブリッジ仕様の 802.11 用拡張
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　 無 線 LAN（802.11b） で は、
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2004 年 10 月の長期エネルギー見
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※ 石炭１kg＝ 6,000kcal とし、石油換算１トンを石炭 1.645 トンとして計算。
アジア主要国は、日本、中国、韓国、台湾、インドネシア、マレーシア、
フィリピン、タイ、ベトナムでインドを含んでいない。
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3,377 万 kW（計 78基）に対して、









設備容量が約 3,200 万トン（計 44
基）に対して、2030年度までのリ
プレース可能性が設備実耐用年数




























度約 540℃、圧力 238 気圧のU
超臨界圧微粉炭火力発電技術が
既存実用技術で、V主蒸気温度
約 600℃、圧力 241 気圧の超々臨
界圧（USC）微粉炭火力発電技術
やW加圧流動床燃焼複合発電技
術 PFBC（Pressurized Fluidized 






化複合発電 IGCC（Integrated coal 















池複合発電 IGFC（Integrated coal 
Gasification Fuel Cell combined 
cycle）は 2020 年頃と予想されて
3．クリーンコールテクノロジ （ーCCT：Clean Coal Technology）
　図表６　主なクリーンコールテクノロジーの概要
CWM：Coal Water Mixture、DME：Dimethyl Ether
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特集2
　図表 11　石炭関連国家プロジェクト成果抜粋





























































脱硫 活性炭法 1975～ 1982 脱硫効率 95％ 実用化済み。 ○
脱硝 選択接触触媒還元法 1979～ 1980 脱硝効率 80％ 実用化済み。 ○
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集塵 ○ ○ ○
CO2 固定化 ○ ○
③石炭改質
ガス化 ○（小型） ○（大型）
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